
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
原稿に光を照射してその透過光の受光量に基づいて画像を読み取る読取手段と、
該読取手段が画像の予備読み取りを行った結果に基づいて前記画像の本読み取りを行う際
の読取条件を決定する決定手段と、
前記読取手段が画像の予備読み取りを行った結果に基づいて濃度が高いフィルム画像か否
かを判定する判定手段と、
前記読取手段により画像の予備読み取りを行わせ、該予備読み取りの結果から前記決定手
段によって決定された読取条件で画像の本読み取りを行せると共に、前記判定手段により
濃度が高いフィルム画像であると判定された場合には、前記濃度が高いフィルム画像に対
する予備読み取りを前記読取手段の受光量を増加させて再度行わせた後に、該再度の予備
読み取りの結果から前記決定手段によって決定された読取条件で前記画像の本読み取りを
行わせる制御手段と、
を有することを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
前記画像は、ネガフィルムに記録された複数のフィルム画像であることを特徴とする請求
項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
前記複数の画像は、リバーサルフィルムに記録されたフィルム画像であり、
フィルム画像の濃度補正を指示する指示手段を更に有し、
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前記判定手段は、前記指示手段により濃度補正の指示が有り、かつ指示された濃度補正量
が大きく、かつフィルム画像の濃度が高い場合に予備読み取りを再度行う必要があると判
定することを特徴とする請求項１に記載の画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像読取装置に係り、特に、画像に対して予備読み取りを行い、予備読み取り
の結果に基づいて前記画像の本読み取りを行う際の読取条件を決定し、該読取条件で前記
画像の本読み取りを行う画像読取装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、写真フィルムに記録されているフィルム画像を、ＣＣＤ等の読取センサを備え
た画像読取装置によって読み取り、該読み取りによって得られた画像データに対して各種
の補正等の画像処理を行った後に、記録材料への画像の記録やディスプレイへの画像の表
示等を行う画像処理システムが知られている。
【０００３】
またフィルム画像（特にネガフィルムに記録されたネガ画像）はラチチュードが広く濃度
が低い画像から濃度が高い画像まで、種々の濃度の画像が存在するので、所望の画質の記
録画像や表示画像を得るために、画像読取装置ではフィルム画像を予備的に読み取り（所
謂、プレスキャン）、フィルム画像の濃度等に応じた読取条件（例えば、フィルム画像に
照射する光の光量やＣＣＤの電荷蓄積時間等）を決定し、決定した読取条件でフィルム画
像を読み取っていた（所謂、ファインスキャン）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
通常、プレスキャンでは画像読取装置によりフィルム上の画像を素早く、粗く読み取り、
読み取った画像データに基づいてファインスキャン時の読取条件（露光量、フィルタ挿入
量等）、画像処理条件を決定するためのセットアップ演算を行う。プレスキャンでは常に
一定の読取条件（露光量、フィルタ挿入量）でフィルム画像を読み取るが、この時のフィ
ルム画像に照射される光量は濃度の低いフィルムを読み取っても読取センサの出力が飽和
しない程度の光量に設定されている。この場合に露光過多のネガフィルム（オーバネガフ
ィルム）や露光不足のリバーサルフィルム（アンダーリバーサルフィルム）等の濃度の高
いフィルムをプレスキャンで読み取ると、読取センサが受光する光量が少なくなり、ＳＮ
比が悪い画像データしか取り込めず、セットアップ演算の誤差が大きくなるという問題が
有った。
【０００５】
一方、リバーサルフィルムを使用する撮影者は明確な撮影意図を持ったプロカメラマン、
セミプロ等のカメラマンが多く、撮影されたフィルム画像の暗い部分をつぶしても明るい
部分を強調して表現する、あるいはその逆に明るい部分をつぶしても暗い部分を強調して
表現するということが行われる。またリバーサルフィルムはフィルムの再現域が広いとい
う特性を有している。
【０００６】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、プレスキャンで読み取った画像デ
ータに基づいてファインスキャン時の読取条件及びファインスキャンにより得られた画像
データの画像処理条件を決定するためのセットアップ演算の精度の向上を図り、高濃度の
画像を精度良く読み取ることができる画像読取装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために請求項１に記載の発明は、原稿に光を照射してその透過光の受
光量に基づいて画像を読み取る読取手段と、該読取手段が画像の予備読み取りを行った結
果に基づいて前記画像の本読み取りを行う際の読取条件を決定する決定手段と、前記読取
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手段が画像の予備読み取りを行った結果に基づいて濃度が高いフィルム画像か否かを判定
する判定手段と、前記読取手段により画像の予備読み取りを行わせ、該予備読み取りの結
果から前記決定手段によって決定された読取条件で画像の本読み取りを行せると共に、前
記判定手段により濃度が高いフィルム画像であると判定された場合には、前記濃度が高い
フィルム画像に対する予備読み取りを前記読取手段の受光量を増加させて再度行わせた後
に、該再度の予備読み取りの結果から前記決定手段によって決定された読取条件で前記画
像の本読み取りを行わせる制御手段と、を有することを特徴とする。
【０００８】
上記構成の画像読取装置では読取手段が画像の予備読み取りを行った結果に基づいて決定
手段は前記画像の本読み取りを行う際の読取条件を決定し、判定手段は読取手段が画像の
予備読み取りを行った結果に基づいて濃度が高いフィルム画像か否かを判定する。制御手
段は前記読取手段により画像の予備読み取りを行わせ、該予備読み取りの結果から前記決
定手段によって決定された読取条件で画像の本読み取りを行せると共に、前記判定手段に
より濃度が高いフィルム画像であると判定された場合には、前記濃度が高いフィルム画像
に対する予備読み取りを前記読取手段の受光量を増加させて再度行わせた後に、該再度の
予備読み取りの結果から前記決定手段によって決定された読取条件で前記画像の本読み取
りを行わせる。
【０００９】
請求項１に記載の発明によれば、予備読み取りを再度行う必要があると判定された画像が
有った場合には、この画像に対する予備読み取りを読取手段の受光量を増加させて再度行
わせた後に、該再度の予備読み取りの結果から決定手段によって決定された読取条件で前
記画像の本読み取りを行わせるようにしたので、予備読み取りの読取条件では精度良く読
み取ることが困難な画像についても再度の予備読み取りでＳＮ比の高い状態で前記画像の
読み取りを行うことができ、それ故プレスキャンで読み取った画像データに基づいてファ
インスキャン時の読取条件及びファインスキャンにより得られた画像データの画像処理条
件を決定するためのセットアップ演算の精度の向上が図れ、高濃度の画像を精度良く読み
取ることができる。
【００１０】
また請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の画像読取装置において、前記画像は、ネ
ガフィルムに記録された複数のフィルム画像であることを特徴とする。
【００１１】
上記構成の画像読取装置では、読取対象となる画像は長尺状のネガフィルムに記録された
複数のフィルム画像であり、制御手段は、読取手段により行われたフィルム画像の予備読
み取りの結果に基づいて判定手段により濃度が高いフィルム画像であると判定されたフィ
ルム画像について予備読み取りを前記読取手段の受光量を増加させて再度行わせる。
【００１２】
請求項２に記載の発明によれば、判定手段により予備読み取りの結果からた濃度の高いと
判定されたネガフィルムのフィルム画像について制御手段により同一条件で再度、予備読
み取りを前記読取手段の受光量を増加させて行われるので、濃度の高いネガフィルムのフ
ィルム画像を精度良く読み取ることができる。
【００１３】
更に請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の画像読取装置において、前記複数の画像
は、リバーサルフィルムに記録されたフィルム画像であり、フィルム画像の濃度補正を指
示する指示手段を更に有し、前記判定手段は、前記指示手段により濃度補正の指示が有り
、かつ指示された濃度補正量が大きく、かつフィルム画像の濃度が高い場合に予備読み取
りを再度行う必要があると判定することを特徴とする。
【００１４】
上記構成の画像読取装置では、読取手段によるフィルム画像の予備読み取りの結果をディ
スプレイに表示させてモニタしながら、キーボード等の指示手段により濃度の高いリバー
サルフィルムのフィルム画像について濃度補正を指示することが可能である。
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【００１５】
判定手段は、前記指示手段により濃度補正の指示が有り、かつ指示された濃度補正量が大
きく、かつフィルム画像の濃度が高い場合に予備読み取りを再度行う必要があると判定す
る。
【００１６】
請求項３に記載の発明によれば、判定手段により前記指示手段により濃度補正の指示が有
り、かつ指示された濃度補正量が大きく、かつフィルム画像の濃度が高い場合に再度、予
備読み取りを前記読取手段の受光量を増加させて行われるので、撮影者の意図を反映した
上でリバーサルフィルムに記録された濃度の高いフィルム画像を精度良く読み取ることが
できる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。なお、以下では、まず
本発明の第１の実施形態に係る画像読取装置の一例としてディジタルラボシステムについ
て説明する。
【００１８】
（システム全体の概略構成）
図１には本実施形態に係るディジタルラボシステム１０が示されている。このラボシステ
ム１０は、図１３にその外観を示すようにエリアＣＣＤスキャナ１２、ラインＣＣＤスキ
ャナ１４、及び画像処理部１６を備えた入力部２６と、レーザプリンタ部１８及びプロセ
ッサ部２０を備えた出力部２８と、で構成されている。
【００１９】
エリアＣＣＤスキャナ１２及びラインＣＣＤスキャナ１４は、ネガフィルムやリバーサル
フィルム等の写真フィルムに記録されているフィルム画像を読み取るためのものであり、
例えばエリアＣＣＤスキャナ１２は１３５サイズの写真フィルム、１１０サイズの写真フ
ィルム、及び透明な磁気層が形成された写真フィルム（２４０サイズの写真フィルム：所
謂ＡＰＳフィルム）のフィルム画像を読取対象とし、ラインＣＣＤスキャナ１４は１２０
サイズ及び２２０サイズ（ブローニサイズ）の写真フィルムのフィルム画像を読取対象と
することができる。
【００２０】
エリアＣＣＤスキャナ１２及びラインＣＣＤスキャナ１４は、上記の読取対象のフィルム
画像をエリアＣＣＤ又はラインＣＣＤで読み取り、画像データを出力する。なお、ディジ
タルラボシステム１０は、必ずしもエリアＣＣＤスキャナ１２及びラインＣＣＤスキャナ
１４の両方を備えている必要はなく、例えばフィルム画像の読み取りを行う写真フィルム
のサイズが限られている場合は、エリアＣＣＤスキャナ１２及びラインＣＣＤスキャナ１
４の何れか一方（例えばエリアＣＣＤスキャナ１２）のみを設けることも可能である。な
お、エリアＣＣＤスキャナ１２は本発明の読取手段に対応している。
【００２１】
画像処理部１６は、エリアＣＣＤスキャナ１２やラインＣＣＤスキャナ１４から出力され
た画像データ（スキャン画像データ）が入力されると共に、デジタルカメラでの撮影によ
って得られた画像データ、フィルム画像以外の原稿（例えば反射原稿等）をスキャナで読
み取ることで得られた画像データ、コンピュータで生成された画像データ等（以下、これ
らをファイル画像データと総称する）を外部から入力する（例えば、メモリカード等の記
憶媒体を介して入力したり、通信回線を介して他の情報処理機器から入力する等）ことも
可能なように構成されている。
【００２２】
画像処理部１６は、入力された画像データに対して各種の補正等の画像処理を行って、記
録用画像データとしてレーザプリンタ部１８へ出力する。また、画像処理部１６は、画像
処理を行った画像データを画像ファイルとして外部へ出力する（例えばメモリカード等の
記憶媒体に出力したり、通信回線を介して他の情報処理機器へ送信する等）ことも可能と
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されている。
【００２３】
レーザプリンタ部１８はＲ、Ｇ、Ｂのレーザ光源を備えており、画像処理部１６から入力
された記録用画像データに応じて変調したレーザ光を印画紙に照射して、走査露光によっ
て印画紙に画像を記録する。また、プロセッサ部２０は、レーザプリンタ部１８で走査露
光によって画像が記録された印画紙に対し、発色現像、漂白定着、水洗、乾燥の各処理を
施す。これにより、印画紙上に画像が形成される。
【００２４】
（エリアＣＣＤスキャナの構成）
次にエリアＣＣＤスキャナ１２の構成について説明する。図２にはエリアＣＣＤスキャナ
１２の光学系の概略構成が示されている。この光学系は、ハロゲンランプやメタルハライ
ドランプ等から成り写真フィルム２２に光を照射する光源３０を備えており、光源３０の
光射出側には、写真フィルム２２に照射する光の光量を調節するための絞り３２、色分解
フィルタユニット３４、写真フィルム２２に照射する光を拡散光とする光拡散ボックス３
６が順に配置されている。色分解フィルタユニット３４は、Ｒ、Ｇ、Ｂの色分解フィルタ
３４Ｒ、３４Ｇ、３４Ｂが、図２矢印Ａ方向に沿って回転可能とされたターレット３４Ａ
に嵌め込まれて構成されている。
【００２５】
写真フィルム２２は、フィルムキャリア３８（図５参照、図２では図示省略）によってフ
ィルム画像の画面中心が光軸Ｌに一致するように位置決めされる。なお、図２では長尺状
の写真フィルム２２を示しているが、１コマ毎にスライド用のホルダに保持されたスライ
ドフィルム（リバーサルフィルム）やＡＰＳフィルムについては、各々専用のフィルムキ
ャリアが用意されており（ＡＰＳフィルム用のフィルムキャリアは磁気層に磁気記録され
た情報を読み取る磁気ヘッドを有している）、これらの写真フィルムのフィルム画像を位
置決めすることも可能とされている。
【００２６】
写真フィルム２２を挟んで光源３０と反対側には、光軸Ｌに沿って、フィルム画像を透過
した光を結像させるレンズユニット４０、エリアＣＣＤ４２が順に配置されている。図２
ではレンズユニット４０として単一のレンズのみを示しているが、レンズユニット４０は
、実際には複数枚のレンズから構成されたズームレンズである。エリアＣＣＤ４２は多数
のＣＣＤセルがマトリックス状に配列されたモノクロのＣＣＤであり、受光面がレンズユ
ニット４０の結像点位置に一致するように配置されている。
【００２７】
また、エリアＣＣＤ４２にはピエゾアクチュエータ４４Ｘ、４４Ｙが取付けられている。
ピエゾアクチュエータは電圧を加えると歪んで変位を発生するものであり、ピエゾアクチ
ュエータ４４Ｘ、４４Ｙは、変位の発生方向がエリアＣＣＤ４２の画素の配列方向（図２
の矢印Ｘ方向及び矢印Ｙ方向）に沿うように配置されている。また、図示は省略するが、
エリアＣＣＤ４２とレンズユニット４０との間にはシャッタが設けられている。
【００２８】
図３にはエリアＣＣＤスキャナ１２の電気系の概略構成が示されている。コントロール基
板には、エリアＣＣＤスキャナ１２全体の制御を司るマイクロプロセッサ４６が搭載され
ている。マイクロプロセッサ４６にはモータドライバ４８が接続されており、モータドラ
イバ４８には、絞り３２をスライド移動させる絞り駆動モータ５０、色分解フィルタユニ
ット３４のターレット３４Ａを回転させるフィルタ駆動モータ５４が接続されている。
【００２９】
マイクロプロセッサ４６は、図示しない電源スイッチのオンオフに連動して光源３０を点
消灯させる。また、マイクロプロセッサ４６は、エリアＣＣＤ４２によるフィルム画像の
読み取り（測光）を行う際に、フィルタ駆動モータ５４によってターレット３４Ａを回転
させる。従ってフィルム画像は、エリアＣＣＤ４２により各成分色毎に順に読み取られる
ことになる。またマイクロプロセッサ４６は、絞り駆動モータ５０により絞り３２をスラ
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イド移動させ、エリアＣＣＤ４２に入射される光量を調節する。
【００３０】
また、マイクロプロセッサ４６にはピエゾドライバ６０を介してピエゾアクチュエータ４
４Ｘ、４４Ｙが接続されている。マイクロプロセッサ４６は、単一のフィルム画像に対し
、エリアＣＣＤ４２によって各成分色毎に各々４回読み取りを行わせると共に、各回の読
み取りにおいて、ピエゾアクチュエータ４４Ｘ、４４Ｙにより、エリアＣＣＤ４２の位置
を図２のＸ方向又はＹ方向に移動させる。
【００３１】
また、マイクロプロセッサ４６にはバス６２を介してＲＡＭ６４（例えばＳＲＡＭ）、Ｒ
ＯＭ６６（例えば記憶内容を書換え可能なＲＯＭ）が接続されていると共に、モータドラ
イバ６８が接続されている。モータドライバ６８には、レンズユニット４０の複数枚のレ
ンズの位置を相対的に移動させることでレンズユニット４０のズーム倍率を変更するズー
ム駆動モータ７０、レンズユニット４０全体を移動させることでレンズユニット４０の結
像点位置を光軸Ｌに沿って移動させるレンズ駆動モータ１０６が接続されている。マイク
ロプロセッサ４６は、フィルム画像のサイズやトリミングを行うか否か等に応じて、ズー
ム駆動モータ７０によってレンズユニット４０のズーム倍率を所望の倍率に変更する。
【００３２】
一方、エリアＣＣＤ４２は、タイミングジェネレータ７４と共にＣＣＤ基板に搭載されて
いる。
【００３３】
タイミングジェネレータ７４は、エリアＣＣＤ４２や後述するＡ／Ｄ変換器８２等を動作
させるための各種のタイミング信号（クロック信号）を発生する。またタイミングジェネ
レータ７４はマイクロプロセッサ４６からの指令に基づいてエリアＣＣＤ４２の各ＣＣＤ
セルにおける電荷蓄積時間を変更するように制御するタイミング信号を出力するようにな
っている。
【００３４】
エリアＣＣＤ４２の信号出力端は、ＣＣＤ基板に搭載された増幅器７６、コントロール基
板に搭載された増幅器７８、８０を介してＡ／Ｄ変換器８２に接続されている。Ａ／Ｄ変
換器８２の出力端は、相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ）８８を介してインタフェース
（Ｉ／Ｆ）回路９０に接続されている。ＣＤＳ８８では、フィードスルー信号のレベルを
表すフィードスルーデータ及び画素信号のレベルを表す画素データを各々サンプリングし
、各画素毎に画素データからフィードスルーデータを減算する。そして、演算結果（各Ｃ
ＣＤセルでの蓄積電荷量に正確に対応する画素データ）を、Ｉ／Ｆ回路９０を介してスキ
ャン画像データとして画像処理部１６へ順次出力する。
【００３５】
また、モータドライバ６８には、シャッタを開閉させるシャッタ駆動モータ９２が接続さ
れている。エリアＣＣＤ４２の暗出力については、後段の画像処理部１６で補正されるが
、暗出力レベルは、フィルム画像の読み取りを行っていないときに、マイクロプロセッサ
４６がシャッタを閉止させることで得ることができる。
【００３６】
（ラインＣＣＤスキャナの構成）
次にラインＣＣＤスキャナ１４の構成について説明する。なお、エリアＣＣＤスキャナ１
２と同一の部分には同一の符号を付して説明を省略し、エリアＣＣＤスキャナ１２と異な
る部分についてのみ説明する。
【００３７】
図４にはラインＣＣＤスキャナ１４の光学系の概略構成が示されている。この光学系は、
光源３０と光拡散ボックス３６との間に、絞り３２及び色分解フィルタユニット３４に代
えて、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンダ）、Ｙ（イエロー）の調光フィルタ１１４Ｃ、１１４
Ｍ、１１４Ｙが射出光の光軸Ｌに沿って順に設けられており、エリアＣＣＤ４２に代えて
ラインＣＣＤ１１６が設けられている。本実施形態では、ラインＣＣＤ１１６として、Ｃ

10

20

30

40

50

(6) JP 3607046 B2 2005.1.5



ＣＤセルがライン状に配列されて成るＣＣＤセル列が３ライン設けられ、各ラインの光入
射側にＲ、Ｇ、Ｂの色分解フィルタの何れかが各々取付けられた３ラインカラーＣＣＤを
用いている。
【００３８】
ラインＣＣＤスキャナ１４の電気系の構成については図示を省略するが、フィルタ駆動モ
ータ５４は、調光フィルタ１１４Ｃ、１１４Ｍ、１１４Ｙを各々独立に移動可能とされて
いる。また、ラインＣＣＤ１１６からはＲ、Ｇ、Ｂの測光信号が並列に出力されるので、
図３に示した増幅器７６、７８、８０、Ａ／Ｄ変換器８２、ＣＤＳ８８から成る信号処理
系も３系統設けられており、Ｉ／Ｆ回路９０からは、スキャン画像データとしてＲ、Ｇ、
Ｂの画像データが並列に出力される。
【００３９】
（画像処理部の構成）
次に画像処理部１６の構成について図５を参照して説明する。画像処理部１６は、エリア
ＣＣＤスキャナ１２に対応してエリアスキャナ補正部１２０が設けられていると共に、ラ
インＣＣＤスキャナ１４に対応してラインスキャナ補正部１２２が設けられている。
【００４０】
エリアスキャナ補正部１２０は、暗補正回路１２４、欠陥画素補正部１２８、明補正回路
１３０を備えている。暗補正回路１２４は、エリアＣＣＤ４２の光入射側がシャッタによ
り遮光されている状態で、エリアＣＣＤスキャナ１２から入力された画像データ（エリア
ＣＣＤ４２の暗出力レベルを表すデータ）を各画素毎に記憶しておき、エリアＣＣＤスキ
ャナ１２から入力されたスキャン画像データから各画素毎に前記暗出力レベルを減ずるこ
とによって補正する。
【００４１】
また、エリアＣＣＤ４２の光電変換特性は各ＣＣＤセル単位でのばらつきもある。欠陥画
素補正部１２８の後段の明補正回路１３０では、エリアＣＣＤスキャナ１２に画面全体が
一定濃度の調整用のフィルム画像がセットされている状態で、エリアＣＣＤ４２で前記調
整用のフィルム画像を読み取ることによりエリアＣＣＤスキャナ１２から入力された調整
用のフィルム画像の画像データ（この画像データが表す各画素毎の濃度のばらつきは各Ｃ
ＣＤセルの光電変換特性のばらつきに起因する）に基づいて各画素毎にゲインを定めてお
き、エリアＣＣＤスキャナ１２から入力された読取対象のフィルム画像の画像データを各
画素毎に補正する。
【００４２】
一方、調整用のフィルム画像の画像データにおいて、特定の画素の濃度が他の画素の濃度
と大きく異なっていた場合には、前記特定の画素に対応するＣＣＤセルには何らかの異常
があり、前記特定の画素は欠陥画素と判断できる。欠陥画素補正部１２８は調整用のフィ
ルム画像の画像データに基づき欠陥画素のアドレスを記憶しておき、エリアＣＣＤスキャ
ナ１２から入力された読取対象のフィルム画像の画像データのうち、欠陥画素のデータに
ついては周囲の画素のデータから補間してデータを新たに生成する。
【００４３】
ラインスキャナ補正部１２２は、上記の暗補正回路１２４、欠陥画素補正部１２８、明補
正回路１３０から成る信号処理系が３系統設けられており、ラインＣＣＤスキャナ１４か
ら並列に出力されるＲ、Ｇ、Ｂの画像データを並列に処理する。また、ラインＣＣＤ１１
６は３本のライン（ＣＣＤセル列）が写真フィルム２２の搬送方向に沿って所定の間隔を
空けて順に配置されているので、ラインＣＣＤスキャナ１４からＲ、Ｇ、Ｂの各成分色の
画像データの出力が開始されるタイミングには時間差がある。ラインスキャナ補正部１２
２は、フィルム画像上で同一の画素のＲ、Ｇ、Ｂの画像データが同時に出力されるように
、各成分色毎に異なる遅延時間で画像データの出力タイミングの遅延を行う。
【００４４】
エリアスキャナ補正部１２０及びラインスキャナ補正部１２２の出力端はセレクタ１３２
の入力端に接続されており、補正部１２０、１２２から出力された画像データはセレクタ
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１３２に入力される。また、セレクタ１３２の入力端は入出力コントローラ１３４のデー
タ出力端にも接続されており、入出力コントローラ１３４からは、外部から入力されたフ
ァイル画像データがセレクタ１３２に入力される。セレクタ１３２の出力端は入出力コン
トローラ１３４、イメージプロセッサ部１３６Ａ、１３６Ｂのデータ入力端に各々接続さ
れている。セレクタ１３２は、入力された画像データを、入出力コントローラ１３４、イ
メージプロセッサ部１３６Ａ、１３６Ｂの各々に選択的に出力可能とされている。
【００４５】
イメージプロセッサ部１３６Ａは、メモリコントローラ１３８、イメージプロセッサ１４
０、３個のフレームメモリ１４２Ａ、１４２Ｂ、１４２Ｃを備えている。フレームメモリ
１４２Ａ、１４２Ｂ、１４２Ｃは各々単一のフィルム画像の画像データを記憶可能な容量
を有しており、セレクタ１３２から入力された画像データは３個のフレームメモリ１４２
の何れかに記憶されるが、メモリコントローラ１３８は、入力された画像データの各画素
のデータが、フレームメモリ１４２の記憶領域に一定の順序で並んで記憶されるように、
画像データをフレームメモリ１４２に記憶させる際のアドレスを制御する。
【００４６】
イメージプロセッサ１４０は、フレームメモリ１４２に記憶された画像データを取込み、
階調変換、色変換、画像の超低周波明るさ成分の階調を圧縮するハイパートーン処理、粒
状を抑制しながらシャープネスを強調するハイパーシャープネス処理等の各種の画像処理
を行う。なお、上記の画像処理の処理条件は、オートセットアップエンジン１４４（後述
）によって自動的に演算され、演算された処理条件に従って画像処理が行われる。イメー
ジプロセッサ１４０は入出力コントローラ１３４に接続されており、画像処理を行った画
像データは、フレームメモリ１４２に一旦記憶された後に、所定のタイミングで入出力コ
ントローラ１３４へ出力される。なお、イメージプロセッサ部１３６Ｂは、上述したイメ
ージプロセッサ部１３６Ａと同一の構成であるので説明を省略する。
【００４７】
ところで、本実施形態では個々のフィルム画像に対し、エリアＣＣＤスキャナ１２又はラ
インＣＣＤスキャナ１４において基本的に読み取りを２回行う（再プレスキャンを行う場
合には３回の読み取りを行うことになる。）。１回目の読み取り（以下、プレスキャンと
いう）では、フィルム画像の濃度が極端に低い場合（例えばネガフィルムにおける露光不
足のネガ画像）にも、エリアＣＣＤ４２又はラインＣＣＤ１１６で蓄積電荷の飽和が生じ
ないように決定した読取条件でフィルム画像の読み取りが行われる。このプレスキャンに
よって得られた画像データ（プレスキャン画像データ）は、セレクタ１３２から入出力コ
ントローラ１３４に入力され、更に入出力コントローラ１３４に接続されたオートセット
アップエンジン１４４に出力される。
【００４８】
オートセットアップエンジン１４４は、ＣＰＵ１４６、ＲＡＭ１４８（例えばＤＲＡＭ）
、ＲＯＭ１５０（例えば記憶内容を書換え可能なＲＯＭ）、入出力ポート１５２を備え、
これらがバス１５４を介して互いに接続されて構成されている。
【００４９】
オートセットアップエンジン１４４は、フィルム画像に対してプリスキャンを行う際の所
定の読取条件をエリアＣＣＤスキャナ１２に通知すると共に、入出力コントローラ１３４
から入力された複数コマ分のフィルム画像のプレスキャン画像データに基づいて、ファイ
ンスキャン時の読取条件及びファインスキャンによって得られた画像データ（ファインス
キャン画像データ）に対する画像処理の処理条件を演算し、演算した処理条件をイメージ
プロセッサ部１３６のイメージプロセッサ１４０へ出力する。この画像処理の処理条件の
演算では、撮影時の露光量、撮影光源種やその他の特徴量から類似のシーンを撮影した複
数のフィルム画像が有るか否か判定し、類似のシーンを撮影した複数のフィルム画像が有
った場合には、これらのフィルム画像のファインスキャン画像データに対する画像処理の
処理条件が同一又は近似するように決定する。
【００５０】
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なお、画像処理の最適な処理条件は、画像処理後の画像データを、レーザプリンタ部１８
における印画紙への画像の記録に用いるのか、外部へ出力するのか等によっても変化する
。画像処理部１６には２つのイメージプロセッサ部１３６Ａ、１３６Ｂが設けられている
ので、例えば、画像データを印画紙への画像の記録に用いると共に外部へ出力する等の場
合には、オートセットアップエンジン１４４は各々の用途に最適な処理条件を各々演算し
、イメージプロセッサ部１３６Ａ、１３６Ｂへ出力する。これにより、イメージプロセッ
サ部１３６Ａ、１３６Ｂでは、同一のファインスキャン画像データに対し、互いに異なる
処理条件で画像処理が行われる。
【００５１】
更に、オートセットアップエンジン１４４は、入出力コントローラ１３４から入力された
フィルム画像のプレスキャン画像データに基づいて、レーザプリンタ部１８で印画紙に画
像を記録する際のグレーバランス等を規定する画像記録用パラメータを算出し、レーザプ
リンタ部１８に記録用画像データ（後述）を出力する際に同時に出力する。
【００５２】
入出力コントローラ１３４はＩ／Ｆ回路１５６を介してレーザプリンタ部１８に接続され
ている。画像処理後の画像データを印画紙への画像の記録に用いる場合には、イメージプ
ロセッサ部１３６で画像処理が行われた画像データは、入出力コントローラ１３４からＩ
／Ｆ回路１５６を介し記録用画像データとしてレーザプリンタ部１８へ出力される。また
、オートセットアップエンジン１４４はパーソナルコンピュータ１５８に接続されている
。画像処理後の画像データを画像ファイルとして外部へ出力する場合には、イメージプロ
セッサ部１３６で画像処理が行われた画像データは、入出力コントローラ１３４からオー
トセットアップエンジン１４４を介してパーソナルコンピュータ１５８に出力される。
【００５３】
パーソナルコンピュータ１５８は、ＣＰＵ１６０、メモリ１６２、ディスプレイ１６４、
キーボード１６６、ハードディスク１６８、ＣＤ－ＲＯＭドライバ１７０、搬送制御部１
７２、拡張スロット１７４、画像圧縮／伸長部１７６を備えており、これらがバス１７８
を介して互いに接続されて構成されている。搬送制御部１７２はフィルムキャリア３８に
接続されており、フィルムキャリア３８による写真フィルム２２の搬送を制御する。また
、フィルムキャリア３８にＡＰＳフィルムがセットされた場合には、フィルムキャリア３
８がＡＰＳフィルムの磁気層から読み取った情報（例えば画像記録サイズ等）が入力され
る。
【００５４】
また、メモリカード等の記憶媒体に対してデータの読出し／書込みを行うドライバ（図示
省略）や、他の情報処理機器と通信を行うための通信制御装置は、拡張スロット１７４を
介してパーソナルコンピュータ１５８に接続される。入出力コントローラ１３４から外部
への出力用の画像データが入力された場合には、前記画像データは拡張スロット１７４を
介して画像ファイルとして外部（前記ドライバや通信制御装置等）に出力される。また、
拡張スロット１７４を介して外部からファイル画像データが入力された場合には、入力さ
れたファイル画像データは、オートセットアップエンジン１４４を介して入出力コントロ
ーラ１３４へ出力される。この場合、入出力コントローラ１３４では入力されたファイル
画像データをセレクタ１３２へ出力する。
【００５５】
なお、画像処理部１６は、プレスキャン画像データ等をパーソナルコンピュータ１５８に
出力し、エリアＣＣＤスキャナ１２やラインＣＣＤスキャナ１４で読み取られたフィルム
画像をディスプレイ１６４に表示したり、印画紙に記録することで得られる画像を推定し
てディスプレイ１６４に表示し、キーボード１６６を介してオペレータにより画像の修正
等が指示されると、これを画像処理の処理条件に反映することも可能とされている。
【００５６】
後述するように本発明の第２の実施の形態では、キーボード１６６により写真フィルム２
２のフィルム画像の濃度の補正の指示ができるように構成されており、キーボード１６６
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は指示手段に対応している。
【００５７】
（レーザプリンタ部及びプロセッサ部の構成）
次にレーザプリンタ部１８及びプロセッサ部２０の構成について説明する。図６には、レ
ーザプリンタ部１８の露光部の光学系の構成が示されている。レーザプリンタ部１８は、
レーザ光源２１０Ｒ、２１０Ｇ、２１０Ｂの３個のレーザ光源を備えている。レーザ光源
２１０ＲはＲの波長のレーザ光を射出する半導体レーザ（ＬＤ）で構成されている。また
、レーザ光源２１０Ｇは、ＬＤと、該ＬＤから射出されたレーザ光を１／２の波長のレー
ザ光に変換する波長変換素子（ＳＨＧ）から構成されており、ＳＨＧからＧの波長のレー
ザ光が射出されるようにＬＤの発振波長が定められている。同様に、レーザ光源２１０Ｂ
もＬＤとＳＨＧから構成されており、ＳＨＧからＢの波長のレーザ光が射出されるように
ＬＤの発振波長が定められている。
【００５８】
レーザ光源２１０Ｒ、２１０Ｇ、２１０Ｂのレーザ光射出側には、各々コリメータレンズ
２１２、音響光学光変調素子（ＡＯＭ）２１４が順に配置されている。ＡＯＭ２１４は、
入射されたレーザ光が音響光学媒質を透過するように配置されていると共に、ＡＯＭドラ
イバ２１６（図７参照）に接続されており、ＡＯＭドライバ２１６から高周波信号が入力
されると、音響光学媒質内を前記高周波信号に応じた超音波が伝搬し、音響光学媒質を透
過するレーザ光に音響光学効果が作用して回折が生じ、前記高周波信号の振幅に応じた強
度のレーザ光がＡＯＭ２１４から回折光として射出される。
【００５９】
ＡＯＭ２１４の回折光射出側にはポリゴンミラー２１８が配置されており、各ＡＯＭ２１
４から回折光として各々射出されたＲ、Ｇ、Ｂの波長の３本のレーザ光は、ポリゴンミラ
ー２１８の反射面上の略同一の位置に照射され、ポリゴンミラー２１８で反射される。ポ
リゴンミラー２１８のレーザ光射出側にはｆθレンズ２２０、平面ミラー２２２が配置さ
れており、ポリゴンミラー２１８で反射された３本のレーザ光はｆθレンズ２２０を透過
し、平面ミラー２２２で反射されて印画紙２２４に照射される。
【００６０】
図７にはレーザプリンタ部１８及びプロセッサ部２０の電気系の概略構成が示されている
。レーザプリンタ部１８は画像データを記憶するフレームメモリ２３０を備えている。フ
レームメモリ２３０はＩ／Ｆ回路２３２を介して画像処理部１６に接続されており、画像
処理部１６から入力された記録用画像データ（印画紙２２４に記録すべき画像の各画素毎
のＲ、Ｇ、Ｂ濃度を表す画像データ）はＩ／Ｆ回路２３２を介してフレームメモリ２３０
に一旦記憶される。フレームメモリ２３０はＤ／Ａ変換器２３４を介して露光部２３６に
接続されていると共に、プリンタ部制御回路２３８に接続されている。
【００６１】
露光部２３６は、前述のようにＬＤ（及びＳＨＧ）から成るレーザ光源２１０を３個備え
ていると共に、ＡＯＭ２１４及びＡＯＭドライバ２１６も３系統備えており、ポリゴンミ
ラー２１８、ポリゴンミラー２１８を回転させるモータを備えた主走査ユニット２４０が
設けられている。露光部２３６はプリンタ部制御回路２３８に接続されており、プリンタ
部制御回路２３８によって各部の動作が制御される。
【００６２】
印画紙２２４への画像の記録を行う場合、プリンタ部制御回路２３８は、記録用画像デー
タが表す画像を走査露光によって印画紙２２４に記録するために、画像処理部１６から入
力された画像記録用パラメータに基づき、記録用画像データに対して各種の補正を行って
走査露光用画像データを生成し、フレームメモリ２３０に記憶させる。そして、露光部２
３６のポリゴンミラー２１８を回転させ、レーザ光源２１０Ｒ、２１０Ｇ、２１０Ｂから
レーザ光を射出させると共に、生成した走査露光用画像データをフレームメモリ２３０か
らＤ／Ａ変換器２３４を介して露光部２３６へ出力させる。これにより、走査露光用画像
データがアナログ信号に変換されて露光部２３６に入力される。
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【００６３】
ＡＯＭドライバ２１６は、入力されたアナログ信号のレベルに応じてＡＯＭ２１４に供給
する超音波信号の振幅を変化させ、ＡＯＭ２１４から回折光として射出されるレーザ光の
強度をアナログ信号のレベル（すなわち、印画紙２２４に記録すべき画像の各画素のＲ濃
度及びＧ濃度及びＢ濃度の何れか）に応じて変調する。従って、３個のＡＯＭ２１４から
は印画紙２２４に記録すべき画像のＲ、Ｇ、Ｂ濃度に応じて強度変調されたＲ、Ｇ、Ｂの
レーザ光が射出され、これらのレーザ光はポリゴンミラー２１８、ｆθレンズ２２０、ミ
ラー２２２を介して印画紙２２４に照射される。
【００６４】
そして、ポリゴンミラー２１８の回転に伴って各レーザ光の照射位置が図ｆ矢印Ｂ方向に
沿って走査されることにより主走査が成され、印画紙２２４が図ｆ矢印Ｃ方向に沿って一
定速度で搬送されることによりレーザ光の副走査が成され、走査露光によって印画紙２２
４に画像が記録される。走査露光によって画像が記録された印画紙２２４はプロセッサ部
２０へ送り込まれる。
【００６５】
プリンタ部制御回路２３８にはプリンタ部ドライバ２４２が接続されており、プリンタ部
ドライバ２４２には、露光部２３６に対して送風するファン２４４、レーザプリンタ部に
装填されたマガジンに収納されている印画紙をマガジンから引き出すためのマガジンモー
タ２４６が接続されている。また、プリンタ部制御回路２３８には、印画紙２２４の裏面
に文字等をプリントするバックプリント部２４８が接続されている。これらのファン２４
４、マガジンモータ２４６、バックプリント部２４８はプリンタ部制御回路２３８によっ
て作動が制御される。
【００６６】
また、プリンタ部制御回路２３８には、未露光の印画紙２２４が収納されるマガジンの着
脱及びマガジンに収納されている印画紙のサイズを検出するマガジンセンサ２５０、オペ
レータが各種の指示を入力するための操作盤２５２、プロセッサ部２０で現像等の処理が
行われて可視化された画像の濃度を測定する濃度計２５４、プロセッサ部２０のプロセッ
サ部制御回路２５６が接続されている。
【００６７】
プロセッサ部制御回路２５６には、プロセッサ部２０の機体内の印画紙搬送経路を搬送さ
れる印画紙２２４の通過の検出や、処理槽内に貯留されている各種の処理液の液面位置の
検出等を行う各種センサ２５８が接続されている。
【００６８】
また、プロセッサ部制御回路２５６には、現像等の処理が完了して機体外に排出された印
画紙を所定のグループ毎に仕分けするソータ２６０、処理槽内に補充液を補充する補充シ
ステム２６２、ローラ等の洗浄を行う自動洗浄システム２６４が接続されていると共に、
プロセッサ部ドライバ２６６を介して、各種ポンプ／ソレノイド２６８が接続されている
。これらのソータ２６０、補充システム２６２、自動洗浄システム２６４、及び各種ポン
プ／ソレノイド２６８はプロセッサ部制御回路２５６によって作動が制御される。
【００６９】
（フィルムキャリアの構成）
次に図８を参照してフィルムキャリア３８の構成について説明する。なお、図８はフィル
ムキャリア３８がエリアＣＣＤスキャナ１２にセットされた状態を示している（但し、図
８では絞り３２、色分解フィルタユニット３４、光拡散ボックス３６等の図示は省略して
いる。）が、フィルムキャリア３８はラインＣＣＤスキャナ１４にセットすることも可能
である。
フィルムキャリア３８は、光源３０からの射出光の光軸Ｌを中心として両側に各々配置さ
れた搬送ローラ対２８０、２８２を備えている。搬送ローラ対２８０、２８２は各々、モ
ータ２８４、２８６の駆動力が伝達されて回転され、この搬送ローラ対２８０、２８２の
回転に伴い、搬送ローラ対２８０、２８２に挟持された写真フィルム２２は光軸Ｌを横切
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って搬送される。モータ２８４、２８６はドライバ２８８、２９０を介して搬送制御部１
７２に接続されている。また写真フィルム２２の搬送路と光軸Ｌとが交差する位置には、
光源３０から射出され写真フィルム２２の画像記録範囲外を透過する光を遮光すると共に
、遮光範囲を変更可能なマスク２９２が配置されている。
【００７０】
本発明の第１の実施の形態に係る画像読取装置の動作として、写真フィルム２２に記録さ
れたフィルム画像の読み取りを行う際に画像処理部１６のオートセットアップエンジン１
４４により実行される読取条件演算処理（図９）及び搬送制御部１７２により実行される
フィルム画像読取処理（図１０）について説明する。尚、以下ではフィルム画像の読み取
りを、フィルムキャリア３８がセットされたエリアＣＣＤスキャナ１２で行う場合を例に
とり説明する。また第１の実施の形態では読取対象となるフィルム画像が記録されている
写真フィルム２２はネガフィルムであるものとする。
【００７１】
読取条件演算処理では、ステップ４００において、フィルム画像に対してプレスキャンを
行う際の所定の読取条件（エリアＣＣＤ４２が飽和しないことを前提とする）をエリアＣ
ＣＤスキャナ１２に対して通知すると共に、エリアＣＣＤスキャナ１２及び搬送制御部１
７２に対し写真フィルム２２に記録されたフィルム画像に対するプレスキャンの実行を指
示する。次のステップ４０２ではプレスキャン画像データが入力されたか否か判定する。
前記判定が否定された場合にはステップ４０４へ移行し、１本の写真フィルムに記録され
ている全てのフィルム画像のプレスキャン画像データが入力されたか否か判定する。この
判定も否定された場合にはステップ４０２に戻り、ステップ４０２、４０４の判定を繰り
返す。
【００７２】
一方、フィルム画像読取処理では、ステップ５００でプレスキャンの実行が指示されたか
否か判定し、この判定が肯定されるまで待機する。プレスキャンの実行が指示されると、
ステップ５００の判定が肯定され、つぎのステップ５０２において、図１２（Ａ）及び（
Ｂ）にも示すように、フィルムキャリア３８は写真フィルム２２を一定の搬送速度で所定
方向（以下、往路方向という。）に搬送する。
【００７３】
ステップ５０４では、エリアＣＣＤ４２によるフィルム画像読取位置にフィルム画像が到
達したか否か判定する。判定が否定された場合には、ステップ５０６で１本の写真フィル
ムに記録されている全てのフィルム画像の読み取りを行ったか否か判定する。この判定も
否定された場合にはステップ５０２に戻り、ステップ５０２～５０６を繰り返す。ステッ
プ５０４の判定が肯定されると、ステップ５０８において、エリアＣＣＤスキャナ１２の
エリアＣＣＤ４２により、オートセットアップエンジン１４４から通知されたプレスキャ
ン時の読取条件に従ってフィルム画像が読み取られ、読み取りによって得られた画像デー
タがプレスキャン画像データとして画像処理部１６に出力される。
【００７４】
エリアＣＣＤ４２によるフィルム画像読取位置にフィルム画像が到達する毎に、上記のス
テップ５０８が繰り返されることにより、フィルム画像が写真フィルムの往路方向先頭側
から順に（往路方向先頭から順に１，２，…，ｎのコマ番号を各フィルム画像に付したと
すると、コマ番号１，２，…，ｎの順に）読み取られ、読み取りによって得られた画像デ
ータがプレスキャン画像データとして画像処理部１６に順に出力される。尚、このプレス
キャンにおける読取条件としては、大多数のフィルム画像（濃度が所定範囲内のフィルム
画像）を精度良く読み取ることができ、濃度が低いフィルム画像を読み取る場合にもエリ
アＣＣＤ４２が飽和しないような標準的な読取条件が用いられる。
【００７５】
読取条件演算処理（図９）では、プレスキャン画像データが入力されるとステップ４０２
の判定が肯定されてステップ４０６へ移行し、入力されたプレスキャン画像データに基づ
き、該プレスキャン画像データが表すフィルム画像の濃度が高濃度か否か判定する。
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【００７６】
この判定は、例えば、フィルム画像の濃度値（例えば、最大濃度）について標準的な濃度
の画像と濃度が極端に高い画像との境界に相当する閾値を設定しておき、プレスキャン画
像データから求まる各フィルム画像の最大濃度値を閾値と比較することにより行うことが
できる。このステップ４０６は本発明の判定手段に対応している。
【００７７】
ステップ４０６の判定が否定された場合には、入力されたプレスキャン画像データに対応
するフィルム画像は、ステップ４００で通知した標準的な読取条件で精度良く読み取れて
いると判断できるので、ステップ４０８に移行し、入力されたプレスキャン画像データに
基づき、フィルム画像の平均濃度等の特徴量に基づいて同一のフィルム画像に対してファ
インスキャンを行う際の読取条件を演算し、コマ番号と対応させてＲＡＭ１４８等に記憶
する。このステップ４０８は本発明の決定手段に対応している。
【００７８】
次のステップ４１０では、入力されたプレスキャン画像データに基づいて、フィルム画像
の撮影時の露出量、撮影光源種やその他の特徴量を求め、求めた特徴量に基づいて、同一
のフィルム画像に対してファインスキャンを行うことで得られるファインスキャン画像デ
ータに対する画像処理の処理条件を演算する。また、順次入力されるプレスキャン画像デ
ータから求まる特徴量を順次、比較して類似のシーンを撮影したフィルム画像のデータか
否かを判定し、類似のシーンを撮影したフィルム画像については同一又は近似した処理条
件となるように処理条件を演算する。そして、処理条件を演算すると、演算した処理条件
をコマ番号と対応させてＲＡＭ１４８に記憶した後にステップ４０２に戻る。
【００７９】
一方、ステップ４０６の判定が肯定された場合には、入力されたフィルム画像の濃度が高
く、先のステップ４００で通知した標準的な読取条件では読み取りの精度が低いので、再
プレスキャンが必要と判断できる。このため、第１の実施の形態ではステップ４０６の判
定が肯定されると、該フィルム画像に対する再度のプレスキャンを精度良く行うために、
ステップ４１２で再プレスキャン時に写真フィルム２２（ネガフィルム）の透過光に対す
るエリアＣＣＤ４２の受光量を増加することを読取条件に付加し、再プレスキャン時の読
取条件をコマ番号と対応させて記憶させた後に、ステップ４０２に戻る。
【００８０】
再プレスキャン時において写真フィルム２２の透過光に対する受光光量を増加させるには
、エリアＣＣＤスキャナ１２の絞り３２の絞り量を最初のプレスキャン時より小さくする
ように絞り駆動モータ５０を駆動制御するか、またはエリアＣＣＤスキャナ１２における
エリアＣＣＤ４２の各ＣＣＤセルの電荷蓄積時間を最初のプレスキャン時より増加させる
ようにマイクロプロセッサ４６よりタイミングジェネレータ７４に指令を出力することに
より行われる。
【００８１】
１本の写真フィルム２２に記録されている全てのフィルム画像のプレスキャン画像データ
が入力され、入力された全てのプレスキャン画像データに対して上述の処理が行われると
、ステップ４０４の判定が肯定されてステップ４２０へ移行し、１本の写真フィルム２２
の中に再プレスキャンが必要なフィルム画像が有ったか否かに基づいて、再プレスキャン
が必要か否か判定する。
【００８２】
判定が否定された場合にはステップ４５０に移行し、先に演算してＲＡＭ１４８に記憶し
た各フィルム画像に対するファインスキャン時の読取条件をエリアＣＣＤスキャナ１２に
対して通知し、エリアＣＣＤスキャナ１２及び搬送制御部１７２に対し、ファインスキャ
ンの実行を指示する。また、次のステップ４５２では、先に演算してＲＡＭ１４８に記憶
した各フィルム画像のファインスキャン画像データに対する画像処理の処理条件をイメー
ジプロセッサ部１３６のイメージプロセッサ１４０に通知する。
【００８３】
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一方、フィルム画像読み取り処理（図１０）では、全てのフィルム画像の読み取りが終了
するとステップ５０６の判定が肯定され、次のステップ５１０で再プレスキャンの実行が
指示されたか否か判定するが、上記のようにファインスキャンの実行が指示された場合に
は、ステップ５１０の判定が否定され、ステップ５３０でフィルムキャリア３８により、
写真フィルム２２を一定の搬送速度で所定方向と逆の方向（復路方向という。）に搬送す
る。
【００８４】
次のステップ５３２ではエリアＣＣＤ４２によるフィルム画像読取位置にフィルム画像が
到達したか否か判定する。判定が否定された場合には、ステップ５３４で１本の写真フィ
ルムに記録されている全てのフィルム画像の読み取りを行ったか否かを判定する。この判
定も否定された場合にはステップ５３０に戻り、ステップ５３０～５３４を繰り返す。ス
テップ５３２の判定が肯定されると、ステップ５３６でエリアＣＣＤ４２により、オート
セットアップエンジン１４４から通知されたファインスキャン時の読取条件に従ってフィ
ルム画像が読み取られ、読み取りによって得られた画像データがファインスキャン画像デ
ータとして画像処理部１６に出力される。
【００８５】
したがって、再プレスキャンを行わない場合には、図１２（Ａ）に示すように、全てのフ
ィルム画像に対するプレスキャンが完了すると直ちに、通知されたファインスキャン時の
読取条件に従って、エリアＣＣＤ４２により往路方向末尾側から順に（コマ番号ｎ，ｎ－
１，…，１の順に）フィルム画像が読み取られ、得られた画像データがファインスキャン
画像データとして画像処理部１６に出力される。そして、エリアＣＣＤスキャナ１２から
画像処理部１６に入力された各フィルム画像のファインスキャン画像データは、イメージ
プロセッサ部１３６において、オートセットアップエンジン１４４で各フィルム画像毎に
演算された処理条件に応じた画像処理が施されて出力される。
【００８６】
一方、読取条件演算処理（図９）においてステップ４２０の判定が肯定された場合（再プ
レスキャンを行う場合）にはステップ４２２に移行し、再プレスキャンを行うフィルム画
像のコマ番号及び読取条件（先のステップ４１２で記憶したコマ番号及び読取条件）をエ
リアＣＣＤスキャナ１２及び搬送制御部１７２に通知し、エリアＣＣＤスキャナ１２及び
搬送制御部１７２に対し、通知したコマ番号に対応するフィルム画像に対する再プレスキ
ャンの実行を指示する。すなわち、再プレスキャン時には最初のプレスキャン時より写真
フィルム２２のフィルム画像の透過光量に対するエリアＣＣＤ４２の各ＣＣＤセルにおけ
る受光量を増加させることを読取条件として追加し、該当するコマ番号のフィルム画像の
再プレスキャンの実行を指示する。これによりフィルム画像読み取り処理（図１０）では
、ステップ５１０の判定が肯定されてステップ５１２へ移行し、写真フィルム２２を復路
方向に高速で搬送する。ステップ５１４では、エリアＣＣＤ４２によるフィルム画像読取
位置に、通知されたコマ番号に対応するフィルム画像が到達したか否か判定する。この判
定が否定された場合にはステップ５１６に移行し、コマ番号が通知された全てのフィルム
画像の読み取りが完了したか否か判定する。この判定も否定された場合にはステップ５１
２に戻り、ステップ５１２～５１６を繰り返す。
【００８７】
ステップ５１４の判定が肯定されると　写真フィルム２２の搬送速度を一定の搬送速度に
変化させた後にステップ５１８に移行し、エリアＣＣＤ４２より、オートセットアップエ
ンジン１４４から通知された再プレスキャン時の読取条件に従って、すなわちエリアＣＣ
Ｄ４２の各ＣＣＤセルの受光量を増加させた状態でフィルム画像が読み取られ、この読み
取りにより得られた画像データが再プレスキャン画像データとして画像処理部１６に出力
される。この再プレスキャン時の読取条件は、写真フィルム２２のフィルム画像の透過光
量に対するエリアＣＣＤ４２の各ＣＣＤセルの受光量を増加させる点以外は１回目のプレ
スキャンと同一の条件であるので、再プレスキャンを行うフィルム画像の濃度が高い場合
にも、前記フィルム画像を精度良く読み取ることができる。
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【００８８】
ステップ５１８の処理を行うとステップ５１２に戻り、ステップ５１６の判定が肯定され
るまで、ステップ５１２～５１６を繰り返す。そしてステップ５１６の判定が肯定される
と、ファインスキャンを行うためにステップ５２０で写真フィルム２２を所定方向（往路
方向）に再度搬送した後に、先に説明したステップ５３０へ移行する。
【００８９】
したがって、第１の実施の形態において再プレスキャンが必要なフィルム画像が有った場
合には、図１２（Ｂ）に示すように、写真フィルム２２を復路方向に搬送しながら、通知
されたコマ番号に対応するフィルム画像（再プレスキャン実行対象のフィルム画像）につ
いての再プレスキャンがエリアＣＣＤ４２によって行われ、再プレスキャン実行対象の全
てのフィルム画像に対する再プレスキャンが完了すると、写真フィルム２２は往路方向に
搬送される。
【００９０】
読取条件演算処理（図９）では、再プレスキャンの実行を指示すると（ステップ４２２）
、ステップ４２４へ移行し、再プレスキャン画像データが入力されたか否か判定する。前
記判定が否定された場合にはステップ４２６へ移行し、先にコマ番号を通知した全てのフ
ィルム画像の再プレスキャン画像データが入力されたか否か判定する。この判定も否定さ
れた場合にはステップ４２４に戻り、ステップ４２４、４２６の判定を繰り返す。
【００９１】
再プレスキャン画像データが入力されると、ステップ４２４の判定が肯定されてステップ
４２８へ移行し、入力された再プレスキャン画像データに基づき、同一のフィルム画像に
対してファインスキャンを行う際の読取条件を演算し、コマ番号と対応させてＲＡＭ１４
８等に記憶する。このステップ４２８も本発明の決定手段に対応している。前述のように
、再プレスキャンではフィルム画像の透過光量に対するエリアＣＣＤ４２の各ＣＣＤセル
の受光量を増加させることによりフィルム画像の濃度が高い場合にも精度良く読み取るこ
とができる読取条件が得られる。
【００９２】
次のステップ４３０では、入力された再プレスキャン画像データに基づいて、同一のフィ
ルム画像に対してファインスキャンを行うことで得られるファインスキャン画像データに
対する画像処理の処理条件を演算し、演算した処理条件をコマ番号と対応させてＲＡＭ１
４８に記憶した後にステップ４２４に戻る。
【００９３】
そして全てのフィルム画像の再プレスキャン画像データが入力され、入力された全ての再
プレスキャン画像データに対してステップ４２８、４３０の処理が行われると、ステップ
４２６の判定が肯定されてステップ４５０へ移行し、前述のように各フィルム画像に対す
るファインスキャンが行われる。なお、ステップ４００、４１２、４２０、４２２、４５
０は本発明の制御手段に対応している。
【００９４】
なお、第１の実施の形態では再プレスキャンの実行が指示された場合に、写真フィルム２
２を復路方向に搬送しながら再プレスキャンを行い、指示されたフィルム画像に対する再
プレスキャンを完了すると、写真フィルム２２を一旦、往路方向に搬送した後に、復路方
向に搬送しながら各フィルム画像に対するファインスキャンを行うようにしていたが、再
プレスキャン、ファインスキャン時の写真フィルム２２の搬送シーケンスは、これに限定
されることなく、例えば、復路で再プレスキャンを行い次の往路でファインスキャンを行
う、復路でファインスキャンと再プレスキャンを行う等の種々の方式が考えられるが、こ
の内容は本発明の本旨ではないので、説明を省略する。
【００９５】
本発明の第１の実施の形態に係る画像読取装置によれば、判定手段によりプレスキャンの
結果からプレスキャンを再度行う必要があると判定された濃度の高いフィルム画像につい
て同一条件で再度、プレスキャンをフィルム画像の透過光量に対するエリアＣＣＤ４２の
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各ＣＣＤセルの受光量を増加させて行われるので、濃度の高いフィルム画像を精度良く読
み取ることができる。
【００９６】
次に本発明の第２の実施の形態に係る画像読取装置について説明する。なお、第２の実施
の形態に係る画像読取装置は、図１乃至図８に示した第１の実施の形態に係る画像読取装
置と同一構成であるので、各構成要素に同一符号を付し、画像読取装置の構成の説明を省
略する。
【００９７】
第２の実施の形態に係る画像読取装置の動作として、搬送制御部１７２で実行されるフィ
ルム画像読み取り処理（図１０）及び画像処理部１６のオートセットアップエンジン１４
４で実行される読取条件演算処理（図１１）について第１の実施の形態と異なる部分につ
いて説明する。なお、図１１の読取条件演算処理において図９と同一の判断ステップ、処
理ステップについては同一の符号を付してある。搬送制御部１７２で実行されるフィルム
画像読み取り処理（図１０）は第１の実施の形態と同じであるのでその説明を省略する。
また第２の実施の形態では読取対象となる写真フィルム２２はリバーサルフィルムである
ものとする。
【００９８】
図１１において、第２の実施の形態に係る読取条件演算処理では、入力されたプレスキャ
ン画像データが表すフィルム画像の濃度が高濃度である場合、すなわちリバーサルフィル
ムで露光量が不足している場合（ステップ４０６の判定が肯定された場合）にはステップ
６００に移行する。ステップ６００ではキーボード１６６により濃度補正が指示されたか
否かが判定される。すなわち、プレスキャンされたフィルム画像の各コマ番号に対応して
キーボード１６６による濃度補正の指示の有無を示すデータと、キーボード１６６により
フィルム画像について濃度補正の指示がなされた際にはその濃度補正量を示すデータとが
メモリ１６２に格納されるが、ステップ６００の判定は、オートセットアップエンジン１
４４がプレスキャンされたフィルム画像のコマ番号に対応してメモリ１６２に格納された
濃度補正の指示の有無を示すデータの記憶内容を参照して行われる。
【００９９】
ステップ６００で判定が肯定された場合、すなわちプレスキャンされた高濃度のフィルム
画像について濃度補正の指示が有った場合にはステップ６０２に移行し、濃度補正の指示
が有ったフィルム画像の濃度補正量が大きいか否か、すなわち濃度補正量が予め設定され
た所定値以上か否かが判定される。この判定はオートセットアップエンジン１４４がプレ
スキャンされたフィルム画像のコマ番号に対応してメモリ１６２に格納された濃度補正量
を示すデータの記憶内容を参照して行われる。
【０１００】
ステップ６００、６０２は写真フィルム（リバーサルフィルム）２２において高濃度の各
フィルム画像について撮影者の撮影意図（意図的にフィルム画像を高濃度にしているのか
否か）を反映させるためである。したがって、ステップ６０２の判定が肯定された場合、
すなわちプレスキャンされた高濃度のフィルム画像のうち濃度補正の指示が有り、かつ濃
度補正量が所定値以上であると判定された場合には撮影者が意図的にフィルム画像の濃度
が高くなるような撮影条件で撮影したものではなく、先のステップ４００で通知した標準
的な読取条件では読み取りの精度が低いので、再プレスキャンが必要と判断することがで
きる。
【０１０１】
このため、ステップ６０２の判定が肯定されると、該フィルム画像に対する再度のプレス
キャンを精度良く行うために、ステップ４１２で再プレスキャン時に写真フィルム（リバ
ーサルフィルム）２２の透過光量に対するエリアＣＣＤ４２の各ＣＣＤセルの受光量を増
加することを読取条件に付加し、再プレスキャン時の読取条件をコマ番号と対応させて記
憶させた後に、ステップ４０２に戻る。
【０１０２】
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尚、ステップ４０６、６００、６０２は判定手段に対応している。
再プレスキャン時において写真フィルム２２の透過光に対する受光量を増加させるのに、
エリアＣＣＤスキャナ１２の絞り３２の絞り量を最初のプレスキャン時より小さくするよ
うに絞り駆動モータ５０を駆動制御するか、またはエリアＣＣＤスキャナ１２におけるエ
リアＣＣＤ４２の各ＣＣＤセルの電荷蓄積時間を最初のプレスキャン時より増加させるよ
うにマイクロプロセッサ４６よりタイミングジェネレータ７４に指令を出力することによ
り行われるのは第１の実施の形態と同様である。
【０１０３】
一方、ステップ４０６の判定が否定された場合、すなわちプレスキャンされたフィルム画
像の濃度が高くないと判定された場合には、入力されたプレスキャン画像データに対応す
るフィルム画像は、ステップ４００で通知した標準的な読取条件で精度良く読み取れてい
ると判断できるので、ステップ４０８に移行し、入力されたプレスキャン画像データに基
づき、フィルム画像の平均濃度等の特徴量に基づいて同一のフィルム画像に対してファイ
ンスキャンを行う際の読取条件を演算し、コマ番号と対応させてＲＡＭ１４８等に記憶す
る。
【０１０４】
次のステップ４１０では、入力されたプレスキャン画像データに基づいて、フィルム画像
の撮影時の露出量、撮影光源種やその他の特徴量を求め、求めた特徴量に基づいて、同一
のフィルム画像に対してファインスキャンを行うことで得られるファインスキャン画像デ
ータに対する画像処理の処理条件を演算する。また、順次入力されるプレスキャン画像デ
ータから求まる特徴量を順次、比較して類似のシーンを撮影したフィルム画像のデータか
否かを判定し、類似のシーンを撮影したフィルム画像については同一又は近似した処理条
件となるように処理条件を演算する。そして、処理条件を演算すると、演算した処理条件
をコマ番号と対応させてＲＡＭ１４８に記憶した後にステップ４０２に戻る。
【０１０５】
またステップ６００、６０２の判定が否定された場合、すなわちプレスキャンされた高濃
度のフィルム画像のうち濃度補正の指示がなされなかったか、または濃度補正の指示がキ
ーボード１６６によりなされ、かつその濃度補正量が小さいと判定された場合には、撮影
者が意図的にフィルム画像の濃度を高くする撮影条件で撮影したものと判断できる。そこ
でこの場合にもステップ４０８に移行し、既述したようにファインスキャン時の読取条件
の演算すると共に、演算した読取条件はフィルム画像のコマ番号と対応させてＲＡＭ１４
８等に記憶する。
【０１０６】
更にステップ４１０では、既述したように入力されたプレスキャン画像データに基づいて
、フィルム画像の撮影時の露光量、撮影光源種やその他の特徴量を求め、求めた特徴量に
基づいて同一のフィルム画像に対してファインスキャンを行うことにより得られるファイ
ンスキャン画像データに対する画像処理の処理条件を演算する。そして演算した処理条件
をコマ番号と対応させてＲＡＭ１４８に記憶した後にステップ４０２に戻る。
【０１０７】
第２の実施の形態に係る画像読取装置によれば、判定手段によりプレスキャンの結果から
プレスキャンを再度行う必要があると判定された濃度の高いフィルム画像のうち指示手段
（キーボード１６６）により指示された濃度補正量が大きいフィルム画像について最初に
行われたプレスキャンと同一条件で再度、プレスキャンをエリアＣＣＤ４２の各ＣＣＤセ
ルの受光量を増加させて行われるので、撮影者の意図を反映した上でリバーサルフィルム
に記録された濃度の高いフィルム画像を精度良く読み取ることができる。
【０１０８】
なお、第１、第２の実施の形態に係る画像読取装置ではフィルム画像の読み取りにエリア
ＣＣＤスキャナ１２で行う場合について述べたが、ラインＣＣＤスキャナ１４でフィルム
画像を読み取る場合も同様であるので説明を省略する。
【０１０９】
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また上記ではフィルム画像の読み取りを行うスキャナとして、読取対象の写真フィルムの
サイズが異なるエリアＣＣＤスキャナ１２及びラインＣＣＤスキャナ１４を設けていたが
、これに代えて、各種サイズの写真フィルムのフィルム画像を全て読み取り可能なスキャ
ナ（ラインスキャナが好適である）を設けてもよい。
【０１１０】
【発明の効果】
請求項１に記載の発明によれば、予備読み取りを再度行う必要があると判定された画像が
有った場合には、この画像に対する予備読み取りを読取手段の受光量を増加させて再度行
わせた後に、該再度の予備読み取りの結果から決定手段によって決定された読取条件で前
記画像の本読み取りを行わせるようにしたので、予備読み取りの読取条件では精度良く読
み取ることが困難な画像についても再度の予備読み取りで読取条件を変えることなくＳＮ
比の高い状態で前記画像の読み取りを行うことができ、それ故プレスキャンで読み取った
画像データに基づいてファインスキャン時の読取条件及びファインスキャンにより得られ
た画像データの画像処理条件を決定するためのセットアップ演算の精度の向上が図れ、高
濃度の画像を精度良く読み取ることができる。
【０１１１】
請求項２に記載の発明によれば、判定手段により予備読み取りの結果からた濃度の高いと
判定されたネガフィルムのフィルム画像について制御手段により同一条件で再度、予備読
み取りを前記読取手段の受光量を増加させて行われるので、濃度の高いネガフィルムのフ
ィルム画像を精度良く読み取ることができる。
【０１１２】
請求項３に記載の発明によれば、判定手段により前記指示手段により濃度補正の指示が有
り、かつ指示された濃度補正量が大きく、かつフィルム画像の濃度が高い場合に最初に行
われた予備読み取りと同一条件で再度、予備読み取りを前記読取手段の受光量を増加させ
て行われるので、撮影者の意図を反映した上でリバーサルフィルムに記録された濃度の高
いフィルム画像を精度良く読み取ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る画像読取装置の概略構成を示すブロック図。
【図２】図１におけるエリアＣＣＤスキャナの光学系の概略構成図。
【図３】図１におけるエリアＣＣＤスキャナの電気系の構成を示すブロック図。
【図４】図１におけるラインＣＣＤスキャナの光学系の概略構成図。
【図５】図１における画像処理部の構成を示すブロック図である。
【図６】図１におけるレーザプリンタ部の露光部の光学系の概略構成図である。
【図７】図１におけるレーザプリンタ部及びプロセッサ部の電気系の構成を示すブロック
図。
【図８】図５におけるフィルムキャリアの概略構成図。
【図９】本発明の第１の実施の形態に係る画像読取装置による読取条件演算処理の内容を
示すフローチャート。
【図１０】本発明の第１の実施の形態に係る画像読取装置によるフィルム画像読み取り処
理の内容を示すフローチャート。
【図１１】本発明の第２の実施の形態に係る画像読取装置による読取条件演算処理の内容
を示すフローチャート。
【図１２】（Ａ）は再プレスキャン要のコマが無い場合、（Ｂ）は再プレスキャン要のコ
マが有る場合の写真フィルムの搬送及びフィルム画像の読み取りのシーケンスの一例を各
々、示すタイミングチャート。
【図１３】本発明の実施の形態に係る画像読取装置の外観構成を示す斜視図。
【符号の説明】
１０　　ディジタルラボシステム
１２　　エリアＣＣＤスキャナ
１４　　ラインＣＣＤスキャナ
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１６　　画像処理部
１８　　レーザプリンタ部
２０　　プロセッサ部
２２　　写真フィルム
２６　　入力部
２８　　出力部
３８　　フィルムキャリア
４２　　エリアＣＣＤ
１４４　　オートセットアップエンジン
１７２　　搬送制御部 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(19) JP 3607046 B2 2005.1.5



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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